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間伐材とハギレで作る
小さなエコのこいのぼり

丸太でこいのぼりインテリアワークショップ

パパと一緒につくったよ
ママは喜んでくれるかな

　母の日を前に、お父さんと子どもが一緒にカーネー
ションの壁飾りを作りました。額に見立てた画用紙に、丸
めた花紙のカーネーションを飾り、その周りに絵を描いたり

「ママだいすき」などメッセージを描いたりして仕上げまし
た。参加したパパたちは、楽しそうに壁飾りを作るわが子
の姿を、優しいまなざしで見守っていました。

お父さんとカーネーションの壁飾りを作ろう

　びわこ地球市民の森の間伐材（丸太）にハギレを貼りス
タンプやペンで装飾した、かわいいこいのぼりを作りまし
た。丸太や枝、ハギレは一つひとつ形が違うので、選ぶと
ころからワクワク。参加した親子は、凹凸のある枝をどうす
れば丸太にまっすぐ貼り付けられるのか考えながら、端午
の節句にぴったりのインテリアを完成させていました。

双眼鏡双眼鏡

ふるさとの歴史と風土に学ぶ
４３期講座（全6回）が開講

　同講座は昭和５6年に初めて行われ、４３年目を迎えまし
た。「ふるさとの歴史と風土に学ぶ」と銘打って、滋賀なら
ではの視点で歴史や文化、環境などを学ぶもので、今年度
は受講生５３人が参加しました。第１回講座は高

たか

桑
くわ

 進
すすむ

さん
（京都女子大学 名誉教授）を講師に迎え、「里山のこれから
～過去・現在・未来」をテーマに熱心に学んでいました。

つがやま市民教養文化講座

４月１５日 エルセンター

４月27日 守山宿・町家“うの家”

「速く走れるようになりたい」
青空の下、風を切って疾走

　公益財団法人 ＳＧＨ文化スポーツ振興財団の主催で開
催されました。この日は小学１～３年生が対象で、かっこよ
く速く走れるようになりたい子どもたちが集まりました。
　走る姿勢、目線、手の振り方など、走り方のコツを学び、
実践。最後は全員で「よーい、どん！」。笑顔で駆け抜けて
いました。

走り方教室

４月2３日 ＳＧホールディングスグループ陸上競技場

守山市の人口

令和5年4月30日現在
（前月比）

男� 42,140（＋� 1）
女� 43,515（－� 21）

人口� 85,655（－� 20）

世帯数� 34,678（＋ 54）

４月2３日 ほほえみセンター
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